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STでの学び
2025年6月22日＠福岡

大学の特徴を最大限に活かした学び

大谷杏妃
サステナビリティ観光学部3回生
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自己紹介

大阪府大阪市

出身

3分歩けば海！

趣味

特に麺とおでんが好きで

、お店を発掘

好きなこと
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2025

Past Work Experiences
A quick run down of the companies I've worked with

2023

専門実習

別府市役所・

浄水場などでの特別講義

2024

専門実習（うみたまご・高崎山）

フィールドスタディ（イギリス）

グラスルーツ（安心院）

グラスルーツ

空飛ぶクルマプロジェ

クト
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フィールドスタディinイギリス（8/28-9/5）

📍ロンドン・バース

持続可能な都市とは？観光と住民生活の共存について

2024

ロンドンバ

ス

バース大学建築学部の展

示
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専門実習（うみたまご・高崎山）4月ー7月

環境教育に関する新しい企画の提案・発表
2024

うみたまご職員の方を交えての発表

会

環境教育の実施例探し
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安心院（農村地域の観光開発）9月ー翌年３月

グラスルーツ：立命館大学の2学部との合同連携プログラム

2024

鏝

絵

すっぽん 最終報告の様子 宇佐神宮ツアー 農泊での食事

白菜収

穫
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2025

安心院高校との連携

空飛ぶクルマ



卒業論文を書くための下準備

にあたる授業でできた友達

必修授業での出会い

仲間との出会い
授業で関わるざまざまな人たち
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フィールドスタディへの参加

を通じて仲良くなることも

課外活動での出会い



早期卒業プログラムについて
・通常の単位数を3年で取り、卒業するプログラム

・履修できる単位の上限が変わり、専門的な科目が早

く履修できるようになる

10大学から見える一番好きな景

色



将来やりたいこと

自然×教育×地方創生
人の幸せの鍵・・・

人との交流、自然とのふれあい
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地域と関わる機会が多いため、責任感を持って

全てに取り組みやりきる力が得られた

責任感

理想や目標はいくらでも大きく、高く持つこと

ができるが、実際にやってみなければ成果を生

み次に活かすことはできない

現実的思考

複数のことを同時にこなす力が必要とされる。

自ら手をあげて物事に関わっていく推進力が身

についた

タフさ

変わったこと
大学生活を通じて変化した価値観など
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Thank you for 

listening


